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野草スケッチ イヌキクイモ（キク科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

199６/０９/０３   稲城市浜坂   絵と文 Ｔａ 

 

このスケッチには特別の思いがある。 

私は通常、スケッチの延長戦はやらない。 

その日の内に仕上げまで行えるだけの時間を見計らって、スケッチを開始する。 

翌日に持ち越すことのないようにしている。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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ところが、このイヌキクイモだけは３日もかかってしまったのだ。 

原因は雨である。 

 

記録上のスケッチ日付は９月３日になっているが、それは最初の日だ。 

朝からカンカン照りの中、西小田良の谷戸へ出かけた。 

残暑というより、まだ夏本番だった。 

 

べつにイヌキクイモを描こうと思って出かけたわけではない。 

たまたま手ごろな位置に、ちょうど花の盛り、かつつぼみもある状態で咲いてい

た。 

つぼみだけではスケッチ対象にはならないが、花だけというのもさびしい。 

花とつぼみ、あるいは花と実が同時に描けるものを選ぶようにしている。 

これはバランスの良い被写体だと思った。 

 

こういう大きな花、大きな葉を持ったものは、ともすると大雑把なスケッチにな

りがちだ。 

しかし、花の中心部には小さい筒状の花が集まっている。こういうところを手抜

きしてはいけない。 

つぼみの場合には花の下に、総苞片と呼ばれる、ガクのような小さな葉がついて

いる。 

これに意外とてこずった。こういう入り組んだようなものは、目の位置をしっか

り固定させておかないと、形が捉えられない。 

花にももちろんあるのだが、幸い？花びらに隠れている。 

 

思った以上に時間がかかり、彩色をはじめたのは２時ころだったかと思う。 

大まかな色塗りから、重ね塗りしながら濃淡を付けて仕上げていく。 

最初に花を仕上げた。 

この花には、あまり微妙な色合いはないので、比較的楽である。 

続いて総苞。これは 1 個１個に厚みがあり、陰影がやや微妙だ。 

 

問題は葉であった。 

葉は深い緑色をしている。 

こういう色は、最初から濃い色で塗ったのでは深みが出ない。何度もそれで失敗

している。 

薄い色で全体を塗り、葉脈を中心に徐々に濃くしていく。
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葉脈も細かいところまで描きだせばきりがないが、それは線画の段階で、絵とし

てのバランスも考えて調整済みだ。 

葉の面積が広いので、その点だけでも時間が掛かる。 

 

なかなか仕上がりまでいかない。 

さらに塗り重ねる・・・そこへ突如雨が降ってきた。夕立だ。 

木陰へ避難して３０分ほど待ったが、止みそうもない。 

その日は中止せざるを得なかった。 

 

その絵をどうするか・・・没にするか、中途半端のままとするか。 

迷った末、翌日もう一度出かけて仕上げを行うことにした。葉なら１日でそう変

化するわけではない、というのが「延長戦」に持ち込んだ口実である。 

ところが、現場でセッティングが終わったとたんに、また雨が降り出した。 

なんということだ。 

結局、そのまた翌日に出かけて、ようやく仕上がった、というわけなのであった。 

（彩色済みの画像はＨＰで見られます） 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

〔観察記録〕８月２６日 生田緑地 

（8 月 1７日に開催した下見オフの記録です） 

 それにしても、良いところですね。環境も変化に富んでおり、樹種も豊富で、

歩き甲斐のある場所だと思いました。枡形山の展望台からの眺めは絶景でした。

エレベータで上れますので、本番の時は是非上ってみて下さい。 

 最後に青少年科学館を見学した後、私を含めた有志３名は、その場に残り、付

属のプラネタリウムを鑑賞し、さらに民家園にも脚を伸ばしました。どちらもな

かなか見応えありました。植物観察だけでなく、こうした楽しみ方もありますの

で、興味ある方は、楽しみにして下さい。（＾＾） 

 さて、駅方向に歩き出した有志３名は、民家園外側斜面の道で、無性芽（むせ

いが）をたくさん付けた「コモチシダ」に出会いました。 

 「コモチシダ」の群落の周辺には、多摩丘陵では（私が）あまり目にしたこと

のない「ホラシノブ」も群生していました。 

 生田緑地の生き物については「青少年科学館」で、色々と小冊子（ミニ図鑑）

を販売しています。数冊購入しましたが、ポイントがよく押さえられており、有

効活用できそうです。もちろん、「生田緑地のシダ植物」もあります。（めりべ） 
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マヤラン 

生田緑地の下見オフで、マヤランが咲いていました。 

マヤランはシュンラン属の腐生植物、常緑樹林内に生えるといわれています。 

根茎が長く地中を這い、次々と花を咲かせるらしく、花期は長いようです。（Ｔａ） 

 

◆観察記録（番号順） 

(01)カジイチゴ、(02)ヨウシュヤマゴボウ、(03)ノブドウ、(04)ヤブカラシ、(05)

ヤマハゼ、(06)オニドコロ、(07)イノモトソウ、(08)ゼンマイ、(09)ヒヨドリ

バナ、(10)ジシバリ、(11)ヤブミョウガ、(12)クサギ、(13)カラスウリ、(14)

メヤブマオ、(15)アカメガシワ、(16)リョウブ、(17)キツネノカミソリ、(18)

ヤマホトトギス、(19)シシウド、(20)ニワトコ、(21)ヤブマオ、(22)ヤマグワ、

(23)ヤブムラサキ、(24)クマノミズキ、(25)エゴノキ、(26)オカタツナミソウ、

(27)ヒメドコロ、(28)シオデ、(29)マヤラン、(30)コヤブタバコ、(31)オトギ

リソウ、(32)コボタンヅル、(33)シラカシ、(34)アラカシ、(35)ウラジロガシ、

(36)ヒサカキ、(37)タマノカンアオイ、(38)マルバアオダモ、(39)ムラサキシ

キブ、(40)シロダモ、(41)ハリギリ、(42)イヌシデ、(43)キブシ、(44)エンジ

ュ、(45)イヌザクラ、(46)イヌマキ、(47)サワフタギ、(48)コマユミ、(49)カ

シワバハグマ、(50)アサダ、(51)カマツカ、(52)アワブキ、(53)ヤマツツジ、(54)

ツリバナ、(55)アカガシ、(56)ナツハゼ、(57)コバノガマズミ、(58)オオバノ

トンボソウ、(59)ベニシダ、(60)ミゾシダ、(61)ヤワラシダ、(62)アキノタム

ラソウ、(63)ミドリヒメワラビ、(64)ミズヒキ、(65)ヤブデマリ、(66)アブラ

チャン、(67)イヌワラビ、(68)アイアスカイノデ、(69)ヤマルリソウ、(70)フ

タリシズカ、(71)ヤマイタチシダ、(72)キンミズヒキ、(73)ハクウンボク、(74)

コメナモミ、(75)キツネノマゴ、(76)コブシ、(77)ギンラン、(78)ヤマユリ、(79)

ハナイカダ、(80)ヤマトアオダモ、(81)ムクノキ、(82)ミズキ、(83)センニン

ソウ、(84)ミソハギ、(85)ジュズダマ、(86)カントウヨメナ、(87)セリ、(88)

ミヤマシラスゲ、(89)アカバナ、(90)ユウガギク、(91)ウリクサ、(92)ハシカ

グサ、(93)アオミズ、(94)コガマ、(95)オオモミジ、(96)ヤブラン、(97)オオ

ベニシダ、(98)ツリフネソウ、(99)ハンノキ、(100)タマアジサイ、(101)ウワ

ミズザクラ、(102)ノダケ、(103)ウグイスカグラ、(104)ウド、(105)シラヤ

マギク、(106)ミョウガ、(107)オトコエシ、(108)ヒュウガミズキ、(109)シ

ロヤマブキ、(110)ヤマブキ、(111)ハンショウヅル、(112)メグスリノキ、(113)

オオモクゲンジ、(114)イイギリ、(115)ケンポナシ、(116)クマノミズキ、(117)

アキカラマツ、(118)ヤマコウバシ、(119)ノシラン 
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〔行事予定〕200７/９/８（日） 稲城ふれあいの森 

項 目 説 明 

集 合 ａｍ１０時、京王相模原線若葉台駅 ※会旗目標 

若葉台駅の改札口は一個所だけです 

交 通 京王線調布駅から相模原線橋本行快速または各停で５駅目 

小田急多摩線の場合は、永山駅、または多摩センター駅で、多摩モノ

レールの場合は、多摩センター駅で京王線に乗換え 

若葉台駅には急行は停まりませんのでご注意ください 

行く先 

( 解 散 場

所） 

稲城ふれあいの森（一回りして若葉台駅へ戻ります） 

若葉台駅にてｐｍ４時頃解散予定 

見所 

 その他 

秋の草花・・・ツリガネニンジン、ヤブミョウガ、オモダカ、コナギ

など。運が良ければコバノカモメヅル、ナンバンギセル 

地 図  

コース 若葉台駅→ふれあいの森→（南周遊路）→大塚牧場脇→（休耕田）→

正吉苑脇→谷戸→日大グランド脇→若葉台駅（解散：４時頃）  

多少のアップダウンがあります 

コースは天候その他により変更する場合があります 

ご用のある方は途中で抜けても構いません 

 ※小雨決行 参加申込み不要、会費当日３００円
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〔行事予定〕200７/９/３０（日） 三戸（みと）海岸 

項 目 説 明 

集 合 京浜急行線・三崎口駅 改札口付近 ａｍ１０時 ※会旗目標 

改札口は一個所だけです 

交 通 京浜急行線品川駅から快速特急三崎口行き８：４５発をご利用下さ

い。三崎口駅９：５４着  

行く先 

（解散場所） 

三戸海岸一周・京浜急行線三崎口駅 ｐｍ４時頃解散予定 

見所 

 その他 

ソナレマツムシソウ、ヒロハクサフジ、ハマゴウ、ネコノシタなど

の海浜植物 

地 図 

 
コース 三崎口駅→黒崎→黒崎の鼻→三戸（みと）海岸→バス通り→三崎口

駅（解散） 

コースは天候その他により変更する場合があります  

ご用のある方は途中で抜けても構いません 

 ※小雨決行 参加申込み不要、会費当日３００円
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〔行事予定〕 2007/10/14（日） 矢川源流 

項 目 説 明 

集 合 ａｍ１０時、ＪＲ南武線・谷保駅 改札口付近 ※会旗目標 

谷保駅の改札口は一個所だけです 

交 通 ＪＲ中央線立川駅からＪＲ南武線で３駅目 

京王線分倍河原駅でＪＲ南武線に乗り換え、１駅目  

行く先 

（解散場所） 

ＪＲ谷保駅から青柳崖線～矢川に沿って歩きます。 

ＪＲ西国立駅にてｐｍ３時半頃解散予定 

見所 

 その他 

矢川源流を探ります  

ミクリ、シダではコシダ、ウラジロなどが見られると思います 

地 図 

 
 

コース ＪＲ南武線・谷保駅→谷保天満宮→城山公園（昼食）→ママ下湧水

→矢川緑地→ＪＲ南武線・西国立駅  

（上の地図を参照ください） 

コースは天候その他により変更する場合があります 

ご用のある方は途中で抜けても構いません 

 ※雨天決行 参加申込み不要、会費当日３００円 
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〔行事予定〕2007/10/2７（土） 秋川・小峰公園 

項 目 説 明 

集 合 ａｍ１０時、ＪＲ五日市線武蔵五日市駅 改札口付近 ※会旗目標 

ＪＲ五日市線武蔵五日市駅の改札口は一個所だけです 

交 通 ＪＲ五日市線の終点です 

ＪＲ立川駅９：１０→武蔵五日市駅９：４０が便利です 

行く先 

(解散場所） 

ＪＲ五日市線武蔵五日市駅から小峰公園へ 

武蔵五日市駅 ｐｍ４時頃解散予定 

見所 

 その他 

深まり行く秋をあきる野の丘陵で思いっきり楽しみましょう。多摩

丘陵とは一味違う秋があると思います 

野菊のいろいろが見られると思います 

地 図 

 

コース 武蔵五日市駅前～小庄～小和田～広徳寺（昼食）～新多摩変電所裏

～小峰公園～留原～中村～武蔵五日市駅（解散） 

 ※小雨決行 参加申込み不要、会費当日３００円 


